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る
。

直
接
口
常
的
に

関
わ
る

親
子
間
で

は
、

戦
争
体
験
の

よ

う
な
悲
惨
な

体
験
を
語
る

こ

と

は

で

き

ず
、

む

し
ろ
一

世
代
空

け、

あ
る

時
期
を
経
て

語
る

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

今
回
の

琴
の

語
り
は
、

ま
さ
に

孫
だ

か
ら

聞

き

取
れ

た

と
い

う
こ

と
も

あ
る

の

で

は

な
い

か
。

そ
し
て

、

同
時
に

子

世

代
（
著
者
の

親
世
代）

へ

の

聞
き
取
り
も

十
分
な
さ
れ
て

お

り、

記
憶
の

齟
齬
な
ど
の

箇
所
を

並
列
さ

せ

る

こ

と

で
、

語
り
の

差
異
を

、

あ
え
て

そ

の

ま
ま
提

示
す
る

こ

と
で

、

今
後
の

読
者
た

ち
に

よ

る

分
析
に

も
役
立
つ

と
思
わ
れ

る
。

　

な
お

、

些
細

な
こ

と

に
な
る

が
、

一

読

者
と
し

て

は
、

五

ニ

ー
五

三

頁

の

よ

う
な

詳
細

な
家
系
図
と
は

別
に
、

琴
お
よ

び

夫
の

栄
の

親
族
を
含
め

た
登

場
人

物
が

明
確
に

分
か

る

簡
略
化
し
た

人
問
関

係
図
お
よ

び
、

琴
に

関
連
す
る

略
年
表
が

あ
れ
ば

（

本
書
4
・

5
章
を

読
み

進
め
る

と

き
に）
、

よ
り
分
か

り
や

す
く
な
っ

た
だ
ろ

う
と

思
っ

た
。

　

さ
て

、

上

記
の

よ

う
に

、

本
書
の

貢
献
は

多
岐
に
わ
た
る

。

引
用
し
て

い

た

だ
い

た

拙
著
刊
行
後

、

こ

の

方
面
で

ま
と

ま
っ

た

成
果
を
示
せ
て

い

な
い

評
者
に

は
、

ま

さ
に
叱
咤

激
励
を

受
け
た

気
が
し
た
と
正

直
に
述
べ

な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。

民

俗
学
・

文
化
人

類
学
を

専
門
と
し

、

口

頭
伝

承

や
祭
礼
行

事
研

究
等
で

重

要
な

成
果
を
挙
げ
て

き
た

著
者
が
、

分
野
を

超

え
た

形
で

本
書
を

刊
行
す
る

ま
で
、

女
性
の

キ
リ

ス

ト

者
の

牛

活
史
が、

（
個
別
教

会
史
の
一

部
や

逝
去

後
に

著
さ

れ
る

記
念
誌
等
以

外
に）

こ

の

よ

う
に

ま
と
ま
っ

て

（

一

般
読
者
を
想
定
し

て
）

示
さ
れ
た
こ

と

は
ほ
と

ん

ど

な
い

。

著

者
と

琴
さ
ん

に

心
よ

り
感
謝
し
た
い

。

櫻
井

治
男
著

『

地
域

神
社
の

宗
教
学
』

A5

判

弘
文
堂

　
二

〇
一

〇

年
一

二

月
一

五
日

刊

…
皿

土
二

八

四

＋
・
11

頁

　
五

〇
〇

〇

円
＋

税

由

　
谷

　
裕

　
哉

　
本

書
は
、

『

蘇
る

ム

ラ

の

神
々
』

（
大
明
堂

、

冖

九
九
二

年）

に

続
く、

櫻
井

治
男
氏

2
九

四
九

年
生
ま
れ
、

皇
學
館

大
学
教
授）

の

二

番
目
の

単
著
で

あ
る

。

　
構

成
は

全
四

編
か

ら
な

り、

第
一

編
の

前
に

全

体
の

構
成
を

位

置、
つ

け

る
序
が

置
か
れ
て

い

る
。

以
下
に

、

章
の

サ
ブ
タ

イ
ト
ル

を

省
略
し
た

う

え
で
、

構
成
の

詳
細

を
示
す
こ

と
に

す
る

。

　
序

第
一

編
　
近
代
日

本
と

地
域

神
社
へ

の

視
角

　
第
一

章
　
近

代
［

［

本
の

神
社

信
仰
と

地
域
社

会

　
第
二

章
　
明
治
初

期
の

「

神
社
」

調
べ

　
第
三

章
　
明
治
初

期
の

「

神
社
」

調
べ

と

地

域
神
社

第
二

編
　
神
社
整
理
と

地
域
の

神
社
復
祀

　
第
一

章

　
「

家
郷
」

を
め

ぐ
る

地
域

神
社
と

共
同
性

　
第
二

章

神
社
合

併
と

稲
荷

社

　
第
三

章
　
地
域

社
会
の

変

動
と

宗
教
伝
統
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第
四

章
　
氏
神
鎮
守
社
の

再
生

　

第
五

章

　
地
域

神
社
の

遷
宮
の

諸

相

第
三

編

　
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

の

「

神
」

と
聖

所

　

第
一

章

　
新
し
い

共
同
体
に
お
け
る

神
社
の

創
建
と

共
生
意
識

　

第
二

章

　
地
域
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

を
廻
る

「

お

燈

明」

　

第
三

章

　
地
域
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

と

聖
所

第
四

編

　
近
代
神
道
と
地
域

社
会
の

受
容

　

第
一

章

　
地
域
社
会
に

お

け
る

神
葬
祭
の

受

容
と
そ

の

展
開

　

第
二

章
　
神
宮
教
会

所
の

顛
宋

　

序
で

の

各
編
の

位
置
づ

け
に

よ

れ

ば
、

ま
ず
第
一

編
で

は
、

日
本
近

代

以

降
の

神
社
理

解
の

方
向
性
や

「

神
社
」

自
体
の

概
念
形
成
と
い

う
問
題

が

扱
わ
れ

て

い

る
。

　

第
］

章
は

英
文
論
考
が

初
出
形
態
で

あ
っ

た

ら
し
く

、

ま

ず
近
代
口
本

に

お
け
る

神
社
制

度
の

変
遷
が
海
外
の

読
者
を

も
想
定
し
て

啓

蒙
的
に

紹

介
さ
れ
て

い

る
。

そ
の

う
え
で
、

明

治
以

降
の

神
社
訓
査
の

実

態
や、

明

治
初
期
か
ら

末
期
に

至
る

神
社
轄
理
に

お
い

て

神
社
の

概
念
が
地

域
住
民

と

施
策
主
体
側
で

ど

う
異
な
っ

て

い

た
か
、

な
ど

が

三

重
県
の

二

村
の

事

例

を
参
照
し
な
が
ら

議
論
さ

れ

る
、

　

第
二

章
は
、

明

治
初
頭
に

お

け
る
複
数
の

神
社
調
べ

の

項
目
と
、

明
治

一

二

年
の

神
社
明
細

帳
の

項
凵

を
詳
細
に

比

較
検
討
し
、

そ
の

時
々

の

神

社

観
が

反
映
し

て

い

る

こ

と
を

指
摘
す
る

。

　

第
三

章
で

は

同
じ

く
明

治
初

期
の

神
社
調
べ

に

つ

い

て
、

旧
志
摩

国
の

神

社
に

関
し

て

遺
さ
れ
た

資
料
の

う
ち
明
治
四

年

二

八

七

こ

の

『

志

摩

国
神

社
取
調
』

を
分
析
対

象
と
し

て
、

主
要
な
項
目
（
社

号
・

祭
神
・

宗
教
施
設
な
ど）

に

関
し

て

包
括
的
な

傾
向
が
追

跡
さ

れ

て

い

る
。

　

第
二

編
は
、

地
域
住

民
に

と
っ

て

神
社
と

は

何
か
、

地

域
社

会
に

お
け

る

カ

ミ

と
は

何
か
と

い

う

課
題
を、

明

治
末
期
に

生
起
し

た

神
杜
整
理
の

問

題
と

関
係
さ
せ

て・
実

情
を

明
ら

か
に

し
よ

う
と

し
た
も
の
、

で

あ
る

と

さ
れ

る
。

　

第
一

章
は
、

初
出
形
態
が
「

絆
−

を
課
題
と
し

た

講
座
も
の

だ
と

の

こ

と
で
、

「

家
郷
」

を

論
の

テ

ー

マ

に

設

定
し、

そ

の

観
点
か

ら
地

域
神
社

と

共
同
性
を

捉
え

よ

う
と

し
て

い

る
。

ま
ず

、

家
郷
廿
界
と

神
社
神
道
と

の

関
わ
り
に

つ

い

て

鎮
守
の

森
が

注
目
さ
れ

る
。

そ

の

う
え
で

、

鎮
守
の

よ

う
な

神
社
と

地
域

社
会
と
の

関
わ

り
に

つ

い

て
、

（
本
書
第
一

部
で

も

議
論
さ
れ
た
）

明
治
初
期
の

神
社

調
べ
、

地
方
改

良
運

動、

神
社

整
理
に

対
す
る

復
祀
の

動

き、

外
な
る

氏
了
へ

の

働

き
か

け、

な
ど
の

諸
局
面

が、

三

重

県
の

事
例

を
適
宜
参
照
し

な
が

ら

概

観
さ
れ

る
。

　

第
二

章
は

、

伊
勢

市
内
の

複
数
の

稲
荷
社
を
事
例
と
し

て
、

稲

荷
社
の

造
替
遷
宮、

合
併

、

地
縁

的
な
奉
齋
、

講
や

奉
賛
会
の

よ

う
な
組

織
、

な

ど
に

つ

い

て

議
論
さ

れ

る
。

　

第
三

章
は
、

サ
ブ

タ

イ
ト

ル

に

あ
る

「

名

張
市
に
お
け
る

神
杜
整
埋
と

復
祀
」

が

課
題
と
な
っ

て

い

る
．

ま
ず、
．
．

重

県
全
体
の

神
社
整
理
が

概

観
さ

れ

た

う
え
で
、

同

県
名
張
市
に

お

け
る

神
社
整
理
が

具
体
的
に

表
示

さ
れ
る

。

さ
ら

に、

整
理

後、

戦
前
に

お
い

て

七

社、

戦

後
に
一

九
杜
が

復
祀
し
た
こ

と

が
具
体
的
に

小

さ
れ
、

資
料
的
に

復
祀
が

確
認
で

き
な
い

も
の

の、

地
域

杜
会
に

神
社
と
し
て

遺
る

二

例
に

つ

い

て

も

末
尾
で

紹

介

さ
れ
て

い

る
。

　
第
四
章
は
、

三

重

県
度
会
郡
御

薗
村
〔
現
・

伊
勢
市）

を
フ

ィ

ー

ル

ド

と

し、

同
地
に

お

け
る

神
杜
の

合

併
お
よ

び

戦
後
に

お
け
る

神
社

復
祀、
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そ
れ

ぞ
れ
の

経

緯
を

詳
細
に
追

跡
し
、

伊
勢
神

宮
の

式
年
遷
宮
が

同
地
の

式
年
造

替
に

影

響
を

与
え
て

お

り
、

ひ

い

て

は

復
祀
の

契
機
と

も
な
っ

て

い

る

こ

と

を
指

摘
す
る

。

　

第
五

章
は、

三

重

県
下
に
お
け
る

地
域
神
社
の

式
年
遷

宮
が

課
題
と

な

っ

て

い

る
。

ま
ず

、

明
治
初
期
の

記
録
に
よ
り

定
期
的
な

造
替
実
施
例
の

う
ち、

前
章
で

も
と

り
あ
げ
ら
れ

た

御
薗
村
の

事
例
に

注
目
し
、

一

七
、

八

世

紀
辺

り
を

転
機
と

し
て

定
期
的

な

実
施
に

向
か

う
傾

向
を

指
摘

す

る
。

続
い

て

造
替
の

契
機、

神
宮
の

古
材
を
拝

領
す
る

件
な
ど
が

議
論
さ

れ
、

最
後
に
名
張

市
に

お

け
る

神
社
の

遷
宮
が

、

質
問
票
に

よ
る

デ
ー

タ

な
ど
に

よ
っ

て

詳
し

く
検
討
さ
れ
る

。

初
出
形
態
が

科
研

費
の

調
査
報
告

書
で

あ
っ

た
と

の

こ

と
で
、

本

書
の

中
で

も
と

り
わ

け
詳
細
な

事
例
分
析

が

行
わ

れ

て
い

る
章
と

考
え
ら
れ
る

。

　

第
三

編
は
、

神
社
が

長
ら

く
そ
の

基

盤
と

し
て

き
た

共
同
体
の

変
容
と

い

う
状
況
下
で
、

共

同
意
識
と

聖
な
る

も
の

と

の

繋
が

り
に

視

点
を

向
け

た
も
の

で

あ
る

と

い

う
。

　

第
一

章
は
、

滋

賀
県
の

大
中
の

湖
と

秋
田

県
の

八

郎
潟
を

事
例
と

し

て
、

干
拓

地
の

農
村
に

神
社
が
創

建
さ

れ

る

経

緯
を

追
跡
し
て

い

る
。

大

中
の

湖
干

拓
地

に
関
し

て

は

形
成
さ
れ
た
三

つ

の

集
落
に

氏
神
が

積
極
的

に

祀
ら

れ
、

ま

た
各
祭
神
が

各
々

の

ム

ラ

の

個

性
を

示
す
も
の

で

あ
っ

た

こ

と、

対

し
て

八
郎

潟
干
拓
地
の

場

合
は

神
社
の

創
建
ま
で

合

意
形
成
の

た
め

に

時

間
が

費
や
さ
れ
た

こ

と
、

し
か

し
創
建
さ
れ

た

大
潟

神
社
の

景

観
は

鎮

守
の

森
た

り
え
て

い

る

こ

と
、

な
ど
が

指
摘
さ

れ

る
。

　
第
二

章
は
、

第一
．

編

第
三

章
と

同
じ

く
三

重
県
名
張
市
を
フ

ィ

ー

ル

ド

と

し、

「

絆
」

と

い

う
観

点
か
ら

同

市
内
愛

宕
神
社
の

祭
祀
組

織、

お
よ

び
青
蓮
寺
の

「

燈
明
番
」

に

注
目
し
た

、

民
俗
調
査
の

報
告
と

な
っ

て

い

る
。

　

第
三

章
も

同
じ

く
名
張
市
を
フ

ィ

ー

ル

ド

に、

「

ま

ち
づ

く
り
や
コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

再

構
築
と

い

う
問
題
」

（
二

九
一

頁）

を

念

頭
に

置
い

て
、

市
内
各
所
の

「

水
神
」

お
よ

び

そ
の

祭
り
と

奉
齋
組
織
を

調
査
し
た

報
告

で

あ
る

。

　

第
四
編
は
、

近
代

神
道
の

歩
み
を
地

域
社
会
に

お

け
る

新
た

な

宗
教
的

価
値
と
の

接
触
と

い

う
面
か

ら

垣
間
見
よ

う
と

す
る

内
容、

だ
と

位

置、、
つ

け
ら

れ
て

い

る
。

　

第
一

章
は

三

重
県
下
に

お

け
る
神
葬
祭
の

受
容
を

テ

ー

マ

に
、

同

県
度

会
郡
大
宮
町

野
原
（
現
・

同
郡
大
紀
町
野

原
）

を

事
例
と

し

て

検
討
し

て

い

る
。

野
原
に

お
い

て

は
、

大
教
宣
布
に

伴
う
神
宮
の

教

化
活
動
に

よ

り

神
葬
祭
が
受

容
さ
れ
た
が
、

リ

ー

ダ
ー

シ

ッ

プ
を
と

る
人

物
の

活

動
お

よ

び

神
宮
分
教
会

所
の

設
立

、

ま
た

神
社
と

祖
霊
社
と
の

役

割
分
担
な
ど
の

要．
因
に

よ

っ

て
、

神
葬

祭
が

全

村
に

展
開
し
定
着
す
る
に

至
っ

た
こ

と
が

明
ら

か
に

さ
れ
て

い

る
。

　

第
二

章
は

、

神
宮
の

教

化
活
動
を
教
会

所
の

消
長
か
ら

窺
う
と
い

う
観

点
か

ら、

三

重

県
南
部
に

お

け
る

神
宮
教
会
の

事
例
を

、

前
章
で

も

議
論

さ

れ

た
野
原
の

神
宮
教
会
を
は
じ

め

と

す
る

数
事
例
か
ら

検
討
し、

そ
れ

ぞ
れ

の

地
域
社

会
と
の

関
わ

り
に

及
ん
で

い

る
。

　
顧
み

れ

ば、
　一

九

九
二

年
に

⊥

梓
さ
れ
た

櫻
井
氏
の

前

著
『

蘇
る
ム

ラ

の

神
々

』

は
、

明
治
末
期
に

行
わ

れ

た

神
社
整
理

お
よ
び

そ
の

影
響
に

関

す
る

研
究

史
に

お
い

て
、

一

画

期
と

な
る

研

究

で

あ
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

　
と
い

う
の

も
、

同
著
作
以

前
の

神
社
整
理
・

神
社
合

祀
の

捉
え

方
は
、

114（736）
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左

派
的
な
近

代
政

治
史
の

観
点
か

ら

円
露
戦
後
の

地

方
改
良
運
動
を、

町

村
を

「

国
家
の

た
め

の

共
同

体
」

と
し

よ

う
と

す
る
一

種
の

悪
政
と

位
置

づ

け
る

観
点
か

ら
、

そ
の

施

策
の
｝

と

見
な

す
か

二 ．
宮
地
正

人

「

凵
露

戦
後
政

治
史
の

研
究
」

東
大

出
版
会
、

　一

九
七
三

年）
、

社
会
学
の

観
点

か
ら

、

村
落
に

お

け
る

い

わ

ば
自
生

的
な
祭
祀
に

対
す
る

国
家
か

ら

の

統

制
と
位

貴
づ

け
る
か

（
孝
本
貞
「

抻
社

含
祀
」 、

「

日
本
人
の

宗
教
m
』

佼

成
出
版

社、

一

九
七
三

年、

米
地

實
「

村
落
祭
祀
と

国
家

統
制
』

御
茶
の

水
圭
旦

房、

一

九
七
七

年、

森
岡
清
美

『

近

代
の

集
落
神
社
と

国
家
統
制
』

吉
川

弘
文
館
、

一

九
八

八

年）
、

が
主

調
で

あ
っ

た
と

思
わ

れ

る
。

つ

ま

り、

こ

の

政
策
を

否
定
的
に

捉
え
る

こ

と
を

前
提
と

し
た

う
え
で
、

地
域

社
会
の

宗
教
や
信

仰
に

対
す
る

近
代
国

家
側
か
ら

の

統
制
に

力

点
を
お

い

た

捉
え
方
で

あ
っ

た
。

例
え
ば
、

孝
本
氏
上
記

論
文
の

末
尾
に

は
、

こ

の

政

策
に

対
し

て

「

民

衆
と

神
社
と

を

遊
離
せ

し

め

た
」

と

の

評

価
が

あ

る
。

　

そ
れ
に

対
し

て

櫻
井

氏
前

著
は
、

神
社
整
琿
（
も
し

く
は

神
社
合

併
、

と
い

う
用
語
が

併
用
さ
れ

て

い

る
）

そ
の

も
の

の

評

価
は
ペ

ン

デ

ィ

ン

グ

と

し
た

う
え
で
、

森
岡

氏
ら
が

キ
と

し
て

依
拠
し
た

施
策
側
や
神
社

界
の

史
料
を

参
照
し

つ

つ

も、

地
域

杜
会
を
イ

ン

テ

ン

シ

ヴ
に

捉
え
、

か
つ

民

俗
調
査

的
な
デ

ー

タ

も
加
味
す
る

こ

と
で
、

整
理
−

廃
祀
の

後、

再
び

村

民
か
ら

祭
祀
さ

れ

る
よ

う
に

な
っ

た

神
社
の

事
例
を

多
く
分
析
し、

こ

れ

に

「

復
祀
」

と
い

う
新
た

な
用

語
を

与
え
た

の

で

あ
っ

た
。

　
こ

の

研
究
の

後
、

神
社
整
理
（
合
祀
）

の

反
響
と

し
て

地
域

住
民
や

神

職
の

動
き
を
対
象
と

す
る

研
究
が

、

次
々

に

現
れ
た

（
喜

多
村
理
子

『

神

社

合
祀
と
ム

ラ

社
会
」

岩
田

書
院

、

一

九

九
九

年、

畦
上

直

樹
『

「

村
の

鎮

守
」

と

戦
前
日

本
』

有
志

舎
、

二

〇

〇

九

年）
、

こ

の

他
に

も、

ロ

！

カ

ル

な

神
杜

や
そ
の

祭
祀

に

関
わ

る

近
年
の

民
俗
耐
究
で、

櫻
井
氏
前
著

は

引
用
・

参
照
さ
れ

る

こ

と

が

き
わ

め

て

多
い

（
例
え

ば
、

柏

木
亨
介

「

ム

ラ

の

規
範
と

意

味
づ

け
」 、

『

民
俗

学
論
叢
』

．
一
〇

号
、

二

〇

〇

五

年
、

渡
部
圭
】

「

北
武
蔵
の

集
落
神
社
と

神
社
明
細

帳
」

、

『

埼
玉

民
俗
』

三

四

ロ

ゲ、

二

〇

〇

九

年、

な
ど
）
。

も
つ

と

も
、

喜
多
村
・

畦
上

両

氏
の

著
作

に

関
し

て

は
、

い

ず
れ

も

櫻
井
氏
と
は

地

域
社
会
に

お

け
る
宗
教
文

化
に

対
す
る

ス

タ

ン

ス

が

異
な

り
は

す
る

が
、

こ

う
し
た

後
続
の

研
究
を

次
々

に

呼
び

込
ん

だ

と
い

う
点
か

ら

も、

櫻
井
氏
前
著
の

研
究
史
上

に

お
け
る

重

要
性
を

確
認
で

き
る

で

あ
ろ

う
。

　

そ
の

よ

う
に

研
究

史
上
に

確
固
た
る

地

位
を
築
い

た

前
著
に

続
き、

本

書
で

は

第
二

編
の

五

本
の

論
考
で

三

重

県
内
に

関
す
る

神
礼
復
祀
の

新
た

な

事
例
が

検
刮
さ
れ

て

い

る

し
、

啓
蒙
的
な

方
向
性
の

第
一

編
第

τ
草

に

お
い

て

も

神
社
整
理
お

よ
び

復
祀
の

概
況
が

位
置
づ

け
ら
れ

て

い

る
。

　
た

だ
、

本
書
は

著
者
自
身
が

「

あ
と

が
き
」

で

謙
遜
気

味
に

記
す
よ

う

に、

「

前
著
の

内

容
を
深
め

る

方

向
性
で

は

な

く、

か
な

り
拡

散
し
た

テ

ー

マ

の

集
合

体
と
な

っ

て

い

る
」

（

三
七

九

頁
）

の

か

も
し
れ

な
い

。

こ

こ

で

の

テ

ー

マ

と
は
、

先
に

も
概

観
し
た

本
書

第
一

編
の

第
二

、

三

章
に

お
け

る
明
治
期
の

神
杜
調
べ

と

そ
こ

に

お

け
る

「

神
社
」

概
念

、

第
三

編

に
お

け
る
共
同

体
の

変
容
と
神
社
と
の

関
わ

り
に

つ

い

て

の

い

く
つ

か
の

事
例
研

究、

ま
た

第
四

編
に

お

け
る

神
葬
祭
や

神宀
呂

教
会
所
の

史
的

追

跡、

な
ど

を
指
す
と

思
わ

れ
る

。

　
し

か
し
、

こ

れ
ら

を

単
に

「

拡
散
し
」

て

い

る

と

理

解
し

て

し
ま
い
、

上

梓
に

当
た

っ

て

の

著

者
の

「

幾

分
か
の

気
後
れ

」

（

同

頁）

に

そ
の

ま

ま
納

得
し

て

し
ま
う
の

が
、

本
書
の

理
想
的
な

読
み

方
だ
ろ

う
か
。

　
上

記
の

諸
テ

ー

マ

の

う
ち

評
者
が

と

く
に

感
銘
を

受
け
た
の

は
、

第
三
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編

第
一

章
の

干
拓
地
に

お

け
る

新
し
い

神
社
の

創
建
に

関
す
る

複
数
の

事

例
研

究
で

あ
っ

た
。

入

植
者
た

ち
が

神
社
創
建
に

至
る
合

意
を
形
成
し
て

ゆ

く
経
緯
は

事
例
ご

と

に

異
な
る

も
の

の
、

全

体
と

し
て

は

神
社
が
人
植

者
た
ち
の

い

わ

ば

ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

の

表
象
と

し
て

求
め

ら

れ、

ム

ラ

の

聖
地
、

鎮
守
の

森
と

な
っ

て

い

る

と

い

う
。

本
書
で

例

外
的
に．、

董
県

以

外
の

事
例
が

検
討
さ
れ
て

い

る

同
章
に

お
い

て
、

共
同

体
的
な
伝
統
の

な
い

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

で

こ

の

よ

う
な

形
で

の

神
社
創
建
が

見
ら
れ

る

と
さ

れ

る

こ

と
に
、

評
者
は

大
変
新
鮮
な
印
象
を

持
っ

た
、

　

も
っ

と
も
、

こ

の

よ

う
な
入

植
地
と

い

う
例
外
的
な
環

境
で

な
い

場
合

で

も、

本
書
で

地

域
社
会
の

変
化
が

問
題
と
さ
れ

る

第
二

編
と

第
三

編
の

章
で

は、

扱
わ

れ

て

い

る

テ

ー

マ

が

微
妙
に

異
な
っ

て

い

て

も
、

例
え
ば

少
子
高
齢
化
の

よ

う
な

社
会
変．
化
に

も
拘
わ
ら

ず
、

任
意
の

神
社
が

地
域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

拠
り
所
と

し
て

期
待
さ
れ

、

そ
れ

ゆ
え
復
祀
さ

れ
た
り

す
る
こ

と
も
あ
る
、

と
い

う
立

論
の

方
向
性
は

共
通
し
て

い

る

と

思
わ
れ

る
。

そ
う
し
た

神

社
と
地

域
社
会
の

捉
え

方
に

お
い

て
、

ま
た

本
全

体
の

タ

イ
ト

ル

に
お

け
る

「

地

域

神
社
」

と
い

う
お
そ
ら

く
新
し
い

術
語
に
お

い

て

も
、

本
書
は

決
し
て

「

拡

散
し

た
」

論
集
と

は
い

え

な
い

で

あ
ろ

ト
つ。

　
た
だ
、

近

年
の

多
様
な

民
俗
研
究
の
一

部
に

よ
れ

ば
、

ロ

ー

カ

ル

な
コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

に

お
け
る

少
子
高
齢
化
の

よ

う
な
社
会

変
化
に
直
面
し
て
、

神

社
が

遺
さ
れ
た

中

高
年
住
民
層
の

拠
り
所
と

な
る

の

で

は

な

く
、

例
え

ば

念
仏

講
の

組
織
を
合
併

す
る

こ

と

を

通
じ

て

地
域

意
識
の

再
編
も

行
わ

れ
る

と
い

う
帳
告
が
な
さ
れ

た

り
し
て

い

る

（
石
本

敏
也

「

合
併
し
た

百

万

遍
行
事
」 、

『

高
志
路
」

三

七
七

号、

二

〇
「

○
年
）

。

こ

の

報
告
の

事

例
で

あ
る

新
潟
県
東
蒲
原

郡
阿
賀
町
五

卜

島
は
、

阿

賀
野
川
流
域
で

藁
数

珠
に

よ

る

百
万
遍

行
事
が
広

範
に

分
布
す
る

う
ち
の
一

事
例
と

の

こ

と
で

あ
る
。

　

そ

の

意
味
か
ら

す
れ

ば
、

個
々

の

地
域
社
会
の

変
化
に

対
応
し
て

任
意

の

神
社
が

住
民
ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

の

拠
り

所
と

し
て

要
請
さ
れ
る
、

と

い

う
本

書
の

図
式
を
必

ず
し
も
ス

テ

ロ

タ

イ
プ
だ
と

評

価
す
る

必

要
は

な

く、

三

重

県
西
部
の

名
張
市
も
含
め

て

伊
勢
神
宮
に

比

較
的

卑
近

な
土
地

の

ロ

ー

カ

リ

テ

ィ

ゆ

え
、

と

理

解
す
る

べ

き
で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

そ

う

考
え
る

と
、

本
書
の

第
二

編
第
四

章
に

お

け
る

旧
・

度
会
郡
御
薗
村
の

事

例
で

、

伊
勢
神
宮
の

式
年
遷
宮
祭
に

伴
っ

て

同
村
で

も

式
年
造

替
が

行
わ

れ
、

そ
れ

が

当
該
地
の

神
社
復
祀
の

契
機
と

な
っ

た

可

能
性
が
あ
る

と
の

指
摘
も

納
得
が
ゆ
く

。

さ

ら

に
、

第
四

編
に
お
け

る

神
葬
祭
や

神
宮
教
会

に

ま
つ

わ
る

事
例
研
究
も
、

こ

う
し
た

独
特
の

ロ

ー

カ

リ
テ

ィ

を

有
す
る

宗
教
文

化
の

立

ち
現
れ

方
、

と

〜

解
す
る

の

が

妥
当
で

は

あ
る

ま
い

か
。

　

ち
な
み

に

三

重

県
全

体
と

考
え
れ
ば

、

神
社
整
理
の

時
期
に

内

務
省
出

身
の

知
事
（
有
松
英
義）

が

先
陣
を

切
っ

て
、

き
わ

め
て

大
量
の

神
社
を

合
併
し
た

県
で

あ
っ

た
こ

と
が

旧

来
研
究
で

も
指
摘
さ
れ

て

い

た
。

　

も
と

よ

り
、

こ

れ

ま
で

ロ

ー

カ

ル

な

宗
教
文
化
の

研
究
は
、

民
俗
学
に

お

け
る

重
出
立

証
法
が

典
型

的
で

あ
ろ

う
が
、

ナ
シ

ョ

ナ
ル

も
し

く
は

エ

ス

ノ

ロ

ジ

カ

ル

な
一

般

化
を

求
め

る

素
材
と

し
て

の

事
例
研

究、

と

位
置

づ

け
ら

れ
る

傾
向
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。

そ
れ

に

対
し
て
近

年、

例
え

ば

近
匿
真
宗
史
の

領
域
か

ら
、

真
宗
篤
信
地
帯
に

お

け
る

神
棚
を

祀
ら
な

い

習
俗
な
ど

を

柳
田

民
俗
学
の

よ

う
な
ナ
シ
ョ

ナ
ル

な
モ

デ
ル

に

還
元

す

る

の

で

は

な

く、

地

域
的
な

特
徴
と

し
て

定
位
す
べ

き
だ
と

い

う
提
唱
が

な

さ
れ
て

い

る

（
児
玉
識

『

近

世
真
宗
と
地

域
社
会
」

法
藏

館
、

二

〇
〇

五

年）
。
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こ

の

児
玉

氏
の

提
唱
を
考

慮
す
れ

ば
、

櫻
井
氏
の

本
書
も
（．
干
拓
地
に

お

け
る

神
社
創
建
の

事
例
以
外
は）

伊

勢
神
宮
を
有
す
る
三
重

県
と
い

う

独
特
の

場
を

対
象
に

し

た
、

そ
こ

で

の

宗
教
文
化
の

ロ

ー

カ

リ

テ

ィ

を

調

査
・

分
析
し
た
学

的
営
為
で

あ
る
と

解
釈

す
る

と
、

妥
当
性
が

高
い

の

で

は
な
い

だ
ろ

う
か

。

こ

う
し

た

神
社
セ

ン

ト
リ

ッ

ク

と

も
称
す
る

こ

と
が

で

き
る

よ

う
な

独
自
の

ロ

ー

カ

リ
テ

ィ

を

有
す
る

地
の

宗
教

文
化
の

研

究、

と
い

う
視
角
を
い

わ

ば
縦

軸
と

し
て
、

杜

会
変．
化
と

神
社
と

の

関
わ

り
合
い

へ

の

関
心
を

横
軸
と
す
る

本
書
は
、

そ
の

交

点
に

お

い

て

高
い

学

術
的
価

値
を

有
し

て

い

る

と
評

者
は

考
え
る

。

　

最
後
に

、

学
術
書
の

出

版
が

厳
し

い

昨
今、

美
し
い

表
紙
カ

バ

ー

を
は

じ

め
と

す
る

立

派
な

装
丁
で、

し

か

も
内
容
の

質
量
と

も
の

豊
か

さ
に

比

べ

て

格
段
に

安
価
な

刊
行
を
実

現
し
た
山

版
杜
も、

称
賛
に

値
す
る

だ
ろ

う
と

付
記
し
て、

拙
い

書
評
を

閉
じ

さ
せ

て

い

た
だ

く
こ

と

に

す
る

。

板
井
正

斉
著

『

さ

さ

え
あ
い

の

神
道
文
化
』

A5

判

　
弘
文
堂

　
二

〇
一
．

年
六
月．一．
○

日
刊

面

＋

二

三

五

＋

亘

頁

　
四

〇

〇
〇

円
＋

税

黒
　
崎

　
浩

行

　

本
書
は
、

現

代
日

本
社
会
の

喫
緊
の

課
題
と
し
て

「

新
た

な
ご

縁
や

支

え

合
い

の

形
」

を

掲
げ、

そ
こ

に

「

神
道
文
化
」

の

役

割
を

見
出
す
た
め

の

研

究
視
点
の

創
出
を
め

ざ

し
て、

関
連
諸
分
野
に

お
け
る

研
究
の

博
捜

と
、

独
自
の

実
証
的
な

調
査
と

を
重
ね
て

き
た

著
者
の

研
究

成
果
が
一

冊

に

ま
と
め

ら

れ
た

も
の

で

あ
る

。

第
一

部
「

神
道
文
化
と
現

代
的
な
社

会

課
題
を

め

ぐ
る

研

究
視
点
」

、

第
二

部
「

障

害
者
・

高
齢
者
の

伊
勢
参
宮

と
そ

れ
を

支
え
る

ボ

ラ

ン

タ

リ

ズ

ム

の

相
関

性
」 、

第．
二

部
「

さ

さ
え
あ

い

の

聖
地
へ

」

の一一、
部
構
成
と
な
っ

て

い

る
。

　

第
一

部
（
第
一

〜

四

章）

で

は、

「

神

道
文
化
」

と

現
代
的

な
社

会
課

題
と

の

か
か
わ

り
が

こ

れ
ま
で

ど
の

よ

う
に

論
じ
ら
れ

て

き
た

か

を
ふ

り

か
え
り

つ

つ
、

そ
の

蓄
積
の

不
備
な

点
を
析
出
し、

こ

れ
か

ら

の

展
望
を

提
二

小

し

て

い

る
。

　

第
一

章
「

神
道

文
化
に

基
づ

い

た
「

地
域
・

福
祉
・

文
化
」

研

究
の

特

質
」

で

は
、

第
二

次
世

界
大
戦
後
凵

本
の

社
会
福
祉
に

お

い

て
、

国
際
的

な

価
値
理

念
の

変
化
や

国
内
的
な

政

治
経

済
状

況
の

影

響
の

な
か

で、

「

地
域

福
祉
」

の

推
進
や

「

福

祉
文
化
」

の

創
造
が

提
唱
さ
れ

る
よ

う
に
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